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北九州モデルの普及を図る支援拠点の開設
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社会課題☞ 団塊の世代の全てが後期高齢者となる2025年に向け、国は介護保険制度を持続させる
ため、介護現場の革新に取組むことを喫緊の課題としている。

課題解決に向けた本市の取組

実
証
フ
ェ
ー
ズ

国家戦略特区制度の認定を受け、平成２８年度から先進的介護の実現に向けて、
ICT・介護ロボット等の効果的な活用に関する実証等を実施。

成果 ICT・介護ロボット等を活用した
介護現場の新たな業務改善手法となる「北九州モデル」を構築

普
及
フ
ェ
ー
ズ

「北九州市介護ロボット等導入支援・普及促進センター」の開設

☑ 業務改善に関する支援
☑ ICT・介護ロボット等の選定に関する支援
☑ 業務マネジメントに関する支援

これらの支援を一体的に行い、市内の介護施設に対して、
北九州モデルの普及を効果的に図る



北九州モデルについて

北九州モデルの核心（実践プロセス）

北九州モデルとは

業務仕分け ＩＣＴ・介護ロボット等の導入 業務オペレーションの整理STEP
１

☑ 介護施設で実施している介護・
看護業務をリスト化し、その中
から課題となる業務を抽出して、
解決可能な領域に仕分ける

STEP
２

STEP
３

☞

☑ 仕分けた結果を基に、インカムや
記録システム、見守り支援機器な
どのＩＣＴ・介護ロボット等の一
体的な導入及び周辺業務のアウト
ソーシング等を実施する

☑ ＩＣＴ・介護ロボット等の活用
や業務量の需給バランス等を踏
まえて、日中や夜間の業務オペ
レーションを整理する

上記３ステップの具体的なノウハウをパッケージ化

❝ 時間を生み出す介護 ❞
業務効率化により生み出される職員の身体的・精神的・時間的な

「ゆとり」を効果的に活用し、介護の質の向上及び職場環境の改善を実現

ポイント ☞

ＩＣＴ・介護ロボット等を活用した介護現場の新たな業務改善手法

北九州モデルの提供価値
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北九州モデルの効果

● 業務時間を３５％効率化

効
率
化
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
時
間
の
活
用

介護サービスの質の向上

・利用者と関わる時間の増加
・職員研修等の専門性向上活動の増加 等

２ 職員の負担軽減

・夜勤回数の削減
・有休取得の促進 等

３ 生産性向上

・業務量に見合う弾力的な人員配置
・日中・夜勤帯の人員配置の最適化 等

１
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北九州市介護ロボット等導入支援・普及促進センター
（通称：北九州モデル普及センター）
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対象者 市内の介護施設・事業所、市内在住者 等

業務内容

＜介護現場への支援＞
☑ 北九州モデルの導入支援（伴走型支援）
☑ 北九州モデル等の体験展示及び試用貸出
☑ 人材育成 等
＜開発メーカー等への支援＞
☑ 介護現場のニーズを開発等に結びつける活動の場の提供
☑ 介護現場への情報発信に関する支援 等

人員
☑ 管理者
☑ 業務マネジメント担当
☑ 介護ロボット等選定・導入担当
☑ 業務コンサルティング担当

相談費用 無料

概要
今後の生産年齢人口の減少に伴う介護人材不足を見据え、介護現場における介護の質の維持・向
上、職員の負担軽減、生産性の向上を図ることを目的に、「北九州モデル」の導入支援をはじめ
とする、介護ロボット等の導入・活用・普及に関する支援を行う。

開設日 令和３年４月２６日（月）

場所 総合保健福祉センター１階 北九州市立介護実習・普及センター内

開館日時 月曜日から金曜日の9時から17時30分（祝日及び年末年始（12月29日から1月3日）を除く）

北九州モデルの導入における伴走型支援（主な支援）

① 業務の見える化 ② 業務仕分け

☑ 業務タイムトライアル調査の実施
☑ タイムトライアル調査による業務の見える化

☑ タイムトライアル調査の分析
☑ 業務課題の抽出
☑ 解決可能な領域への業務仕分け

③ ICT・介護ロボット等の選定
（解決策の検討）

☑ 解決策の整理
☑ 北九州モデル導入効果の試算
☑ ICT・介護ロボット等の選定提案 等

④ 業務オペレーションの整理

☑ ICT・介護ロボット等の活用方法に関する支援
☑ 業務オペレーションの変更に関する支援
☑ シフト表の作成支援 等

北九州市介護ロボット等導入支援・普及促進センターでは、北九州モデルの導入について、専門の相談員が以下
の支援等を実施する。
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北九州モデル再現展示エリア

見守り機器

取
得

デ
ー
タ

●居室内における利用者の状
態を映像で把握

バイタル生体センサー

取
得

デ
ー
タ

●居室内における利用者の
脈・呼吸

介護記録システム

取
得

デ
ー
タ

●食事状態 ●排泄状態
●バイタル ●入浴 等

介護業務プラットフォーム

性
能

●上記機器からのデータを自動集約
●各機器に対応するアプリを１台のスマホに集約

展示機器の連携内容
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北九州モデル再現展示エリアでは、北九州モデル導入時の施設における見守り業務等を体験することができる。

北九州モデルの社会実装

北九州市介護ロボット等
導入支援・普及促進センター 介護施設

北九州モデルの導入支援

介護現場の❝ゆとり❞の創出

北九州モデル導入施設の増加

地域における安定的な介護サービスの提供
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北九州モデルのロゴ＆キャッチコピー

8


